
 

無線局（基幹放送局を除く。）の開設の根本的基準等の一部を改正する省令案 

（2.4GHz 帯小電力データ通信システムの新たな利用形態に係る制度整備） 
 

１ 諮問の概要  

現在、家電等の電子機器では、カメラや赤外線、LED ライトを用いたセンサーが一般的に利用されているが、より検知精度の高い、

電波を用いたセンサーシステムのニーズが高まっている。特に、スマートウォッチ等のウェアラブル端末等では、LED ライトや赤外線

を用いた心拍数の計測等を行う製品も市場に出ており、これらは電波を用いることでより高精度な検知が可能となる。 

このような状況を踏まえ、総務省では、スマートウォッチ等の小型デバイスにも既に多く使われている 2.4GHz 帯を活用し、2.4GHz

帯の小電力データ通信システムの技術仕様をベースとしたセンサーシステムを導入するため、関係規定の整備を行うものである。 

 

２ 改正概要  

（1） 電波法施行規則：2.4GHz 帯小電力データ通信システムで無線標定用途の利用を可能とする旨の規定を追加するとともに、設備規則

の改正に伴い現行規定を整理する。 

【第６条第４項第４号（１）、第 51 条の９の６第１号（１）】 

 

（2） 無線設備規則：2.4GHz 帯小電力データ通信システムの無線標定用途の場合の技術基準を追加するとともに、混信防止機能の規定を

追加する。 

【第９条の４、第 49 条の 20 第１号】 

（3） 無線局（基幹放送局を除く。）の開設の根本的基準：設備規則の改正に伴い現行規定を整理する。 

【第７条の３第２号】 

（4） 無線局免許手続規則：設備規則の改正に伴い現行規定を整理する。 

【第 15 条の２の２第２項】 




